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前提となる方法論的課題
「危険なのは、影響の概念を、あたかも説明をしているかのように用いるのが
とても簡単なことである。そこでは、影響の概念を適切に用いるための十分
条件、あるいは少なくとも必要条件を満たしているかどうかは考慮されない。
その結果、たとえば政治思想史においては、系譜に関する正当化がないままに
語られる、旧約聖書の歴代誌第一章のような物語が（きわめて頻繁に）生まれ
ている。たとえば、エドマンド・バークの政治思想の起源についてどう語られてい
るかを考えてみよう。『現代の不満の原因についての考察』におけるバークの目
的は、「ボリングブルックの影響に対抗すること」であったとされる。〔中略〕

こうした説明のほとんどはまったくの神話である。先行する著述家Ａの「影響」
をもちだすことが、著述家Ｂがある思想を語ったことの説明に役立つのは、どん
な必要条件がある場合か、について考えてみるだけで、そのことは容易に明ら
かにできる。その必要条件には少なくとも以下の三点が含まれるはずである。
(a)ＡとＢの思想がはっきりと類似すること。(b)ＢはＡ以外の著述家にはその思想
を見いだしえなかったこと。(c)たまたま類似した可能性がきわめて低いこと（す

なわち、類似性があり、ＢはＡから影響を受ける可能性があったと証明できたと
しても、Ｂが実際のところその思想を独自に着想したわけではないことがさらに
証明されねばならない）。」

（スキナー1990: 78-79（訳文は大きく修正））3



学史・思想史における引用分析

□酒井2017
• 「本稿は, 引用分析 (Citation Analysis) の手法を
政治学史研究に適用し, 日本政治学史の把握のための
新たな分析方法と論点を提起するものである。

ここで引用分析とは, 文献間の引用―被引用関係の集積
から知見を引き出す方法をさす。」（要旨）

• 政治学史の転換（学問の断絶、研究規範の変化）を、引
用パターンの変化から論証

• 具体的には、各年代ごとの政治学教科書における引用
文献に注目して、引用数、引用年齢（引用元文献・引用
先文献の刊行年の差）、引用数の経年変化などの量的
データにもとづいて、引用パターンやその変化を導出
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□酒井2021
• 「学史研究へ計量書誌学を応用するには、計量テキスト
分析や共著分析など多様なアプローチが考えられるが、
ここでは政治学史上の代表的潮流を特定するため、引用
(citation) の分析に注目したい。ここでいう引用とは、他
の文献のある部分を抜書きすることではなく、参考文献リ

ストや本文又は注において他の文献を挙示することを指
す。計量書誌学においては、引用行為における知識の参
照先を示す性質を利用して、論文の被引用数を後続研究
へのインパクトの大きさとして解釈してきた。このため被
引用数は、研究評価における有力な定量的指標として使
用され、計量書誌学における多くの引用分析を可能にし
てきた。 〔中略〕 本稿もまた、被引用数を当該文献のイ
ンパクトの指標として捉え、これによって政治学史上の諸
潮流の評価を測定しよう。多数の同業者から頻回に引用
される業績は、その限りで当該分野の代表的業績とみな
すことができるだろう。」（295-296） 5



• 具体的には、各年代ごとの政治学教科書の引用文献に
もとづいて、政治学史上の重要文献（高被引用文献）を
抽出したうえで、それらの重要文献が引用する引用文献
を全数調査し、思想家やテキストごとの被引用数の変化

を明らかにする手法によって、政治学史の潮流（政治学
におけるトレンド変化）を検証

• 「そもそも明示的な引用のない、暗黙の参照は把握でき
ない。現代の引用規範から大きく逸脱するケースを補足
できないのは、本データセットひいては引用分析の弱点
である。 〔原文改行〕 また、一般に引用分析では個別
の引用の意味を捨象する。しかし、ある文献を先行研究
として肯定的に扱うのか、批判対象であるのか、又は当
該文献自体が研究対象であり史料として扱うのかによっ
て、当該引用の意味は異なる。引用の動機に関する分類
をデータに加えることは方法上困難なため、本稿では、分
析の中で必要に応じて、個別的に周辺情報を補足し、デ
ータ解釈に資することとした。」（299） 6



□犬塚 2023
• 日本の西洋政治思想史・政治学史研究に大きな影響力を及
ぼしてきた福田歓一の思想史理解は、一般に純国産の独創
的な学説と理解されてきたが（ 「福田パラダイム」とも呼ばれ

た）、典拠注に注目する手法によって、彼の研究を国際的な
研究史の文脈に位置付けて、福田の独創性の程度を検証

• 「お互いに相手のことを知らないままに、似たような内容を語
ることもあるから、一般に、思想史・学説史研究において知
的ルーツや系譜を探るにあたっては、似たもの探しをするだ
けでは駄目である。福田の学説の知的ルーツを明らかにす
るためのオーソドックスな手法は、彼自身が論文のなかで明
示的に挙げた参考文献や典拠資料をひもといていく作業で
あろうが、すでに記したように、福田の論文は、出典や情報
源について饒舌ではなかった。そのため、『成立史序説』だけ
でなく、この本に至るまでの福田の仕事を追跡して、それらを
丁寧に比較対照してみる手法も併用してみよう」（40-41）
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□Susato and Inuzuka 2025 (forthcoming)
• 注における引用に注目してテキストの特徴を明らかにする
手法にもとづいた、ヒューム『イングランド史』の分析

• ヒューム『イングランド史』スチュアート巻におけるすべての
典拠注のすべての被引用文献を特定したうえで、典拠注
や引用・言及の特徴を定量的に解明することを通じて、

『イングランド史』の特徴を分析。とりわけ、歴史叙述の不
偏性（impartiality）を標榜するヒューム自身の主観的意図
は、実際の『イングランド史』の歴史叙述に照らしてどこま
で根拠があるかを、この手法によって検証

• 具体的には被引用数やジャカード係数によって、 全体・巻
ごと・各パートごとの引用にかかる定量的特徴を明らかに
したうえで、被引用文献の書誌情報・周辺情報やヒューム
の活用方法も加味しながら、 『イングランド史』における引
用・言及の特徴を解明
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いまだ校訂版のない『イングランド史』

9

Hume 1778: 6:3
note a  Kennet, p. 662

→ White Kennett, A complete 
history of England, vol. 2, 1706, pp. 
661-792に収録されたArthur 
Wilson, The Life and Reign of 
James, p. 662

Hume 1778: 6:7
note g Winwood, vol. ii. p. 55

→ Edmund Sawyer, Memorials of 
affairs of state in the reigns of Q. 
Elizabeth and K. James I. collected 
(chiefly) from the original papers 
of the Right Honourable Sir Ralph 
Winwood, 1727, vol. ii. p. 55
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Hume1778: 6:28 
note k  Grotii Annal. lib. 12
→ Hugo Grotius, Annales et historiae de rebus Belgicus, 1657.

『イングランド史』の文献リファレンスは不親切・不正確
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引用頻度の測定

□被引用数の定義と測定

• 調査対象はヒューム『イングランド史』スチュアート巻
• ヒュームがこのシリーズで最初に公刊した２巻で
あり、６巻本『イングランド史』の第５・６巻に相当。
当初のタイトルは『グレートブリテン史』第１・２巻

• 言及（引用）された文献ごとの被引用数（＝当該文献
が言及された注（脚注および後注）の数）をカウント

• １つの注で、２つの文献に言及がなされたら、それ
ぞれの被引用数が１

• 他方で、１つの注で同一文献に複数回の言及が
なされても、被引用数の定義ゆえ、被引用数は１
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□被引用数にかかる基本情報

• 『イングランド史』スチュアート巻の全体では、191の
文献が、のべ1961回にわたって引用（言及）される

• 第５巻（ジェイムズ１世とチャールズ１世の巻）では
124の文献が、のべ1665回引用される

• 第６巻（コモンウェルス、チャールズ２世、ジェイムズ
２世の巻）では90の文献が、のべ296回引用される
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• スチュアート巻全体では、John Rushworth, 
Historical collections, 1659-1701の被引用回数が
群を抜いて多い

• 議会派・共和派の政治家だったRushworth (1612 
-90) による歴史コレクション（レポジトリー）

• 被引用回数の多い上位２０位に注目すると、歴史コ
レクション（レポジトリー）（及びそれに類する史料）の
引用が目立つ

• 被引用順位1,4,5,6,8,11,12,16,19
• ヒュームは、歴史コレクションを用いて、叙述する
時代の同時代史料（公文書、演説、パンフレット、
書簡等）にアクセスし、基礎史料としている

• これを、impartialityを確保するための手法のひと
つとみなすことが可能
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各パートで特徴的に引用される文献

□キーワード分析の手法の応用

• スチュアート巻の各章を治世ごとにまとめて、ジェイムズ１
世、チャールズ１世、共和政、チャールズ２世、ジェイムズ２
世の５つのパートに分け、それぞれのパートにおいて特徴
的に引用されている文献（キーソース）を、計量テキスト分
析におけるキーワード分析の手法を用いて析出

• パートごとの被引用数を単純に測定するのではなく（＊）、
Jaccard Indexを測定する手法を採用

• （＊）そうした手法では、ほかのパートでも同様に頻繁に
引用されている文献を排除できない

• Jaccard Indexは、２つの集合の類似性を測定する指標
で、 ２集合の共通部分intersection(A∩B) ／和集合
union (A∪B)で求められる数値。２集合が重なりあうほど
値は１に近づき、重なりが少ないほど0に近づく 16



17出典 https://mieruca-ai.com/ai/jaccard_dice_simpson/



• 本分析では、『イングランド史』スチュアート巻のあるパー
トに登場するすべての引用（集合A）と、ある文献に言及
するすべての引用（集合B）という２集合の類似性を算定

• 計算にはKH coderを使用
• たとえば、

• チャールズ１世のパート（50-59章）には1217の引用
• Rushworthへの引用はスチュアート巻全体で490
• この２集合の共通部分 (A∩B) （つまり、チャールズ１
世のパートにおけるRushworthの引用）は435

• したがって、この２集合の和集合 (A∪B)は1217+490-
435=1272

• 上記よりJaccard Indexは、435/1272=0.3419...
• こうして得られた定量的分析の結果を、それぞれの被引
用文献の書誌情報や周辺情報についての定性的情報を
加味して解釈
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□スチュアート巻各パートのキーソース
• ジェイムズ１世治世

• 歴史コレクションに大きく依拠する傾向
• 内戦期・空位期

• 歴史コレクションだけでなく、対立する各党派の立場
から書かれた同時代史ナラティブ（いわゆる「トゥキ
ュディデス的歴史」 ）を対比する手法が顕著

• impartialityのための手法のひとつ
• 復古王政期

• 対立する同時代史を対比する手法は顕著でない
□いくつかの含意

• テキストの方法と内容を伝える重要情報源としての注
• オーソドックスな計量テキスト分析（形態素に分解して
定量的処理）とは別のかたちで、定量的測定ができる
テキストのパーツとしての注 20
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